
56　食　物

A Ill バター負荷の血中脂質,は おt 勧響

国良栄研為態東麦　辻 悦子

〔(社) 日本 家政 学会

目的：あ脂血豪。予知，子防i.n 的として，健 弟粛に條口的にバターをl 荷 し. iz 中脂

質の支勧 を蹟討 しtc。μc,  t 祠

方茲:･I ～2け の健 季秀丿吋 ま を幕 峡渚とレ，いﾖ あrリ バタ ー ／sポンド(56.3 ≫)

il 日間植食負荷之せK 。負荷前捜 おl び 負荷期 間 ，早朝空腹時に攻匁し，血中脂1 の

火知 を調べよ ，影い μ 献 鵬冒 £捧す球 め，り 隋 間 の淮 物絹k も行バ て。

賭果： 負荷前に比 べI｡7  日間 負荷働 乱 頃 コレスケロ ールヒ珈^f ヵ哺 竟,にUa しtこ。

HDL コレスTO －ル政人,!な影響ばなかっに八 橋 コレステロー･レヒ HDL コレステロ ―ル

の比 ぞぷしK 効肌硬化指数 は明ら八 吐 耳しre.   い｀し中性脂肪，遊 離型コレステローノし4

追 録 尨破に' 影響,^ ほく， リポr( ん白，アポμん白(Cも東化はみられ μ ，`K･

痕政君u 名中l 名 を除む

ソであった。エわ げ 一/俳 臨/ﾀT こん自質だ｡7わC －Z<i6・^, 以/ｸ 初ILい/biO.i./叩,VBz
四 叩，叱 侭阿 ，脂肪エネル ぞ一心 丿剱3 計 い各凍嘉 素い 所岑量,よ九足 さ,にていなヵ`つ

た。自宅通学の? ゐ にっい ては,  t眺 エわ レギー比 仰2  %r; エネルぞ－Z379li・d，Ca｡錨O．誉

と所 乖量にや，不足 してぃ にが，化 の貳Jr 素は満r( され ひ 化ヽ。この兎・ 格 コレステロ一
ル

よ

平

の

は，7  日間のバター負荷であj[リ大とJ 影響ばは戸った．既叫と/)爽験 ○リ ー負荷に

リ簾コレステn ―ル 江ヽ 斗しほめっreことI 報告しぴ るヽ(オλ,3m眼孔勅^ 昔々 蔵去)
知 寺・食指環釈を強暴するヒ. バター% 荷による血甲コレステロ―ルの糟卸は，佃人蔦
葛遵のｲざ心 技験肴・ 東姜獲取状穏い 大いに辿重p'あ̂ることμ示吹Z if･しに．

A 112 ラ

分

大

ツ

離

阪

ト

大

市

に

豆

大

お

夕

生

け

ン

活

る

パ

科

食

ク

学

餌

質

部

性 高 コ レ ス テ ロ ー ル 血 症 と 脂 肪 肝 か ら の 回 復 に 及 ぼ す

の 影 響

奥 田 豊 子　 ○ 山 本 由 美 子　 三 好 弘 子　 小 石 秀 夫

目 的　 高 コ レ ス テ ロ ー ル 食 を 投 与 し 、 コ レ ス テ ロ ー ル （CHOL ） 血 症 、 脂 肪 肝 を 発 症 さ せ

た ラ ッ ト を･用 い 、 食 餌 タ ン パ ク 質 の 違 い が 、 血 中 、 肝 中 脂 質 と 糞 中 排 泄 脂 質 の 回 復 過 程 に

ど の よ う に 影 響 す る か を 検 討 し た 。

方 法　 生 後3 週 令 のso 系 雄 ラ ッ ト25 匹 を 用 い 、2oj; カ ゼ イ ン 、9% ラ ード 、 ＼%コ ー ン 油 を 倉

ん だ 飼 料 に はCHO し、0.251i コ ー ル 酸Na を 添 加 し て 飼 育 し た 。2 週 目 に5 匹 解 剖 し 、 高CHOL 血 症 、

脂 肪 肝 を 発 症 し て い る こ と を 確 認 後 、 残 り の20 匹 を2 群 に 分 け 、CHOL を 添 加 し な い203; カ ゼ

イ ン 食 と2o 駕分 離 大 豆 タ ン パ ク 質 （SPI ） 食 に 変 え て 飼 育 を 続 け た 。CHOL 無 添 加 食 の 投 与 を

開 始 し て2 週 間 目 と3 週 間 目 に 両 群５匹 づ つ を 解 剖 し 、 試 料 と し た 。 各 解 剖 前 に2 日 間 の 糞 を

採 取 し た 。 以 上 の 実 験 の 対 照 と し て 、20% SPI+CHOL 食 を5 匹 に 与 え て2 週 間 飼 育 し た も の 、

CHOL 無 添 加 の203; カ ゼ イ ン 食 と205; SPI 食 で5 週 間 飼 育 し た も の 各6 匹 に つ い て も 同 様 の 実 験

を 行 っ た 。 血 中 脂 質 は 酵 素 法 、 肝 中 脂 質 はF  0 1 c h 法 で 測 定 し 、CHOL はM  i ett  j nen の 方 法 に 準

じ てGLC   (島 津GC-8APF ） で 測 定 し た 。 糞 中 脂 質 はFolch 法 、 中 性 ス チ □ -  ル は 塩 化 第 二 鉄 呈

色 法 、CHOL は 酵 素 法 で 測 定 し た 。

結 果　CHOL を 含 ま な い 飼 料 に 切 り 換 え て2 週 目 に 、 す で に 血 奨 中CHOL 濃 度 は 高とHOLの カ ゼ

イ ン 食 群 のin 、 肝 中 脂 質 含 量 はeo% ま で 低 下 し 、 回 復 を 示 し た が 、 カ ゼ イ ン 食 とSPI 食 と の

間 で は 有 意 な 差 を 認 め な か っ た 。 高CHOL 食 で もCHOL 無 添 加 食 で も 、 カ ゼ イ ン 食 に 比 較 し 、

SPI 食 で は 糞 中 脂 質 、 中 性 ス テ ロ ー ル の 排 泄 量 が 多 く 、SPI を 摂 取 す る とCHO しの 代 謝 排 泄 を

促 進 し て い る こ と を 示 唆 し た 。


